
本.
3) 服部征雄， 金 学宣， 難波恒雄， 本池さ ゆ り ，

小 橋 恭 一 : 腸 内 細 菌 に よ る 大 黄 成 分 の 代 謝 β
Glucosidase の 性質及 び Rheinanthrone 生成過程
の究明， 日 本薬学会第101年会， 1981 . 4 ， 熊本.

4) 竹田芳香， 大谷み ど り ， 赤尾光昭， 小橋恭一，
入谷信子 : Clostridium butyricum 投与 に よ る ラ ッ
ト の 脂質代謝 に お よ ぽす効果， 日 本薬学会第101年
会， 1981. 4 ， 熊本.

5) Kobashi K.， Munakata K.， Takebe S. and 
Hase ]. : Therapy for Urolithiasis by Urease In
hibitor， Hydroxamic Acid ，  International 
Symposium on the Chemistry and Biology of 
Hydroxamic Acids， 1981. 5， Dayton 

6) 竹部幸子， 小橋恭一 : 生菌剤投与 に よ る ラ ッ
ト 消化管内 に お け る 尿素分解の抑制， 日 本薬学会北
陸支部第53回例会， 1981. 6 ， 富山 .

7) 小橋恭一， 近藤真理子， 西井易穂， 福島政文 :
柴 田 腎 炎 ラ ッ ト の尿蛋 白 の電気泳動分析， 北陸骨 Ca
代謝談話会， 1981. 3 ， 金沢.

8) 竹内秀雄， 友吉唯夫， 岡 田裕作， 吉田 修，
小橋恭一 : ウ レ ア ー ゼ阻害剤 に よ る 尿路結石の予防
及 び治療 に 関す る 実験的研究， 第69回 日 本泌尿器学
会， 1981 . 5 ， 群馬.

9) 小橋恭一， 近藤真理子， 福島政文， 西井易穂 :
活性型 ビ タ ミ ン D3 の 柴田 腎 炎 ラ ッ ト に お け る 蛋 白
質動態 に 対す る 効果に つ い て ， 第四回骨代謝研究会，
1981 . 7， 東京.
10) 赤尾光昭， 赤尾泰子， 小橋恭一， Lai C. Y. : 

ス ト レ プ ト リ ジ ン S 産生 に お け る プ ロ テ ア ー ゼの役
割， 日 本生化学会第54回大会， 1981 . 9 ， 仙台 .
11 )  坂 口 一夫， 長谷純一， 小橋恭一 : グ リ コ ー ル

に よ り 解離 し た ウ レ ア ー ゼの サ フゃユニ ッ ト の活性の
有無， 日 本生化学会第54回大会， 1981 . 9 ， 仙 台 .
12) 青島恵子， 加須屋 実， 寺西秀豊， 加藤輝隆，

小橋恭一， 近藤真理子， 萩野 昇 : イ タ イ イ タ イ 病
の現状 (そ の 1 ) イ タ イ イ タ イ 病の臨床像に つ い て ，
第40回 日 本公衆衛生学会， 1981 . 10， 名古屋.

13) 寺西秀豊， 青島恵子， 加藤輝隆， 加須屋 実，
近藤真理子， 小橋恭一 : イ タ イ イ タ イ 病の現状 (そ
の 2 ) 血中お よ び尿中 の 蛋 白-Alb， ßzm な ら びに
Gc に つ い て ， 第40回 日 本公衆衛生学会， 1981 . 10， 
名古屋.

14) 叶田 昌己， 篠 田裕之， 小橋恭一， 長谷純一，
永原 茂 : ウ レ ア ー ゼ阻害剤， ヒ ド ロ キ サ ム 酸の量
子化学的考察 H ， 第 3 回 メ デ ィ シ ナ ルケ ミ ス ト リ ー
シ ン ポ ジ ウ ム ， 1981 . 1 1 ， 豊中.

Diazasteroid System の合成研究， 日 本薬学会北陸
支部第55回例会， 1981 . 1 1 ， 金沢.
13) 的場勝英， 山崎高臆 : Pyrrole の Michael 付

加 反 応， 日 本 薬 学 会 北 陸 支 部 第55回 例 会， 1981. 
1 1 ， 金沢.
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⑨ 原 著

1) 酒井立夫， 藤本 明， 宮原龍郎 : モ ノ フ ロ ロ

酢酸 の 蛍光定量法 (第 1 報) ， 衛生化学 27 : 45 -
49， 1981. 

2) 酒井立夫， 野村 昇， 原 稔， 穴山 彊 :
大気中 フ ッ 化物 に よ る 植物影響の モ ニ タ リ ン グの検
討 (第 1 報) ， 軽度の汚染に お け る 大気中 フ ッ 化物量

(ア ル カ リ ろ 紙曝露法) と 葉中 フ ッ 素蓄積量の相関
関係 に 基づ く 考察， 衛生化学 27 : 105 - 110， 1981. 

3) 竹部幸子， 三井詔子， 小橋恭一， 長谷純一 :
Thiopeptin お よ び Bicyclomycin に よ る ラ ッ ト 消
化管 内 に お け る 尿素分解の 抑制， 薬学雑誌 101 : 

1 124 - 1128， 1981. 
4) Hase ]. ，  Kobashi K.， Mitsui K.， Namba T.， 

Y oshizaki M. and Tomimori T.  : The Structure
Hemolysis Relationship of Oleanolic Acid Deriva
tives and Inhibition of the Saponin-induced 
Hemolysis with Sapogenins. J. Pharm. Dyn. 4 :  

833 - 837， 1981. 
5) Akao T. ，  Kusaka T. and Kobashi K. : Two 

Esterases Released from Mycobacterium 
smegmatis for Hydrolysis of Long Chain Acyl
CoAs and Tween. J. Biochem. 90 : 1661 - 1669， 
1981 
⑨ 総 説

1) 小橋恭一 : ウ レ ア ー ゼ阻害剤 と 尿路結石， フ
ア ルマ シ ア 17 : 508 -511， 1981. 
⑥ 学会報告

1 )  小橋恭一， 酒井立夫， 赤尾光昭， 竹部幸子 :
米 グ ルテ リ ン ー カ ド ミ ウ ム複合体の 消化管内 に お け
る 変化， 日 本薬学会第101年会， 1981 . 4 ， 熊本.

2) 叶田 昌己， 小橋恭一， 長谷純一， 篠田裕之，
永原 茂 : ウ レ ア ー ゼ阻害剤， ヒ ド ロ キ サ ム酸の量
子化学的考察， 日 本薬学会第101年会， 1981 . 4 ， 熊
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化， 第54回 日 本生化学会， 1981 . 9 ， 仙台.
6) 中井 昇， 藤井 豊， 長谷純一， 和田健司 ，

塚 田 欣 司 : N・2・Fluorenylacetamide hepatoma の
ア ル ド ラ ー ゼ， 第54回 日 本生化学会， 1981. 9 ， 仙
ム入仁:1 .

7) 叶田 昌己， 篠田裕之， 小橋恭一， 長谷純一，
永原 茂 : ウ レ ア ー ゼ阻害剤， ヒ ド ロ キ サ ム酸の量
子化学的考察 II ， 第 3 回 メ デ ィ シ ナ ル ケ ミ ス ト リ ー
シ ン ポ ジ ウ ム ， 1981 . 1 1 ， 豊中.
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⑨ 原 著
1) Nishi A.， Masumoto K.， Asamizu T.， Katoh 

T. and Kinpara K. : Hexosamine metabolism 
during spherule formation in Physarum ρoly. 

cePhalum. Biochim. Biophys. Acta 673 : 243 
282， 1981. 

2) Asamizu T. ，  Inoue Y. and Nishi A. : 
Glycosidases in carrot cells in suspension cul. 
ture ; Localization and activity change during 
growth. Plant & Cell Physiol . 22 : 469 - 478， 
1981 

3) Kikuchi T. ，  Kadota S.， Suehara H. ，  Nishi 
A. and Tsubaki K. : Odorous metabolites of a 
fungus， Chaefomium globosum Kunze ex Fr. ; 
Identification of geosmin， a musty引nelling com. 
pound. Chem， Pharm. Bull . ，  29 : 1782 - 1784， 1981. 

4) Kurosaki F.， Shudo K.， Okamoto T. and 
Isogai Y. : Induction of cytokinin.autonomous 
tobacco callus : Transformation of cultured 
tobacco callus by mutagenic heteroaromatic 
amines. Biochem， Biophys. Res. Commun.， 102 : 
1 130 - 1135. 1981 
⑨ 学会報告

1 )  浅水哲也， 清水克実， 神山秀子， 西 荒介 :
ニ ン ジ ン培養細胞の細胞壁糖蛋 白 に つ い て ， 日 本植
物生理学会， 1981年度年会， 1981 . 4 ， 札幌.

2) 菊池 徹， 門田重利， 末原 久， 西 荒介，
椿 啓介， 矢野 洋 : 水道水の異臭味物質 に 関す る
研究. 藍藻お よ び真菌類の代謝産物， 日 本薬学会第
101年会， 1981 . 4 ， 熊本.

3) 浅水哲也， 西 荒介 : 植物培養細胞の生長 と
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⑨ 原 著
1) Siekierka ]. ，  Mitsui K. and Ochoa S. : 

Mode of action of the heme.controlled transla. 
tional inhibitor : Relationship of eukaryotic 
initiation factor 2.stimulating protein to transla. 
tion restoring factor. Proc. N atl. Acad. Sci. USA 
78 : 220 - 223， 1981. 

2 )  Mitsui K.， Datta A. and Ochoa S. : 
Removal of β subunit of the eukaryotic po・
lypeptide chain initiation factor 2 by limited 
proteolysis. Proc. N atl. Acad. Sci. USA 78 : 4128 
-4132. 1981. 

3) Hase ]. ，  Kobashi K.， Mitsui K.， N amba T. ，  
Y oshizaki M. and T omimori T. : The structure. 
hemolysis relationship of oleanolic acid deriva. 
tives and inhibition of the saponin.induced hemo. 
lysis with sapogenins. ]. Pharm. Dyn. 4 :  833 -
837， 1981. 

4) 竹部幸子， 三井詔子， 小橋恭一， 長谷純一 :
Thiopeptin お よ び Biocyclomycin に よ る ラ ッ ト 消
化管 内 に お け る 尿素分解の 抑制， 薬学雑誌 101 : 

1124- 1128， 1981. 
⑨ 学会報告

1 )  叶田 昌己， 小橋恭一， 長谷純一， 篠田裕之，
永原 茂 : ウ レ ア ー ゼ阻害剤， ヒ ド ロ キ サ ム酸の量
子化学的考察， 日 本薬学会第101年会， 1981. 4 ， 熊
本.

2) Kobashi K. ，  Munakata K. ，  Takebe S. and 
Hase ]. : Therapy for urolithiasis by urease 
inhibitor， hydroxamic acid， International 
Symposium on the Chemistry and Biology of 
Hydroxamic Acids， 1981. 5， Dayton 

3) 三井健一郎， Ochoa S. : ウ サ ギ網状赤血球
INITIATION FACTOR 2 (elF.2 ) の β
SUBUNIT の 役 割， 第54回 日 本 生 化 学 会， 1981. 
9 ， 仙台.

4) 坂 口 一夫， 長谷純一， 小橋恭一 : グ リ コ ー ル
に よ り 解離 し た ウ レ ア ー ゼサ ブユニ ッ ト の活性の有
無， 第54回 日 本生化学会， 1981 . 9 ， 仙台.

5) 斉藤恵実， 安藤 進， 竹縄忠臣， 長谷純一 :
赤血球の 0 毒 素溶血過程 に 見 出 さ れ た 膜脂質 の 変
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細胞壁成分の変化， 日 本植物学会北陸支部例会， 1981
6 ， 富山.

4) 林 君枝， 岡村昭治， 金原裕吉， 西 荒介 :
真正粘菌， Physarum ρo lycephalum の spherule 形
成 に つ い て ， 日 本植物学会第46回大会， 1981 . 10， 
岐阜.

薬 用 資 源 学

教 授 森 田 直 賢
助 教 授 清 水 岩手 夫
助 手 有 津 宗 久
助 手 林 利 光

⑨ 原 著

1) Shimizu M.， Hayashi T. ， Morita N.， 
Kimura 1. ，  Kimura M.， Kiuchi F.， N oguchi H. ，  
Iitaka Y. and Sankawa U. : Paeoniflorigenone， a 
new monoterpene from paeony roots， Tertahed
ron Letters 22 : 3069-3070. 1981 

2) N agao M.， Morita N . ， Yahagi T. ，  Shimizu 
M.， Kuroyanagi M.， Fukuoka M.， Y oshihira K.， 
Natori S. ，  Fujino T. and Sugimura T. : Mutagen
ecities of 61 flavonoids and related compounds， 
Environ. Mutagen. 3 :  401 - 419， 1981. 
⑨ そ の 他

1) 清水容夫 : 健康 と く す り ， イ ン ド ネ シ ア ・ ス
リ ラ ン カ の 医療か ら 考 え る ， 薬 日 新聞， 10月 17 日 号，
1981. 
⑩ 学会報告

1 )  清水容夫， 林 利光， 伊藤俊美， 森田直賢 :
ナ デ シ コ 科植物の 成分研究 (第 2 報) ハ コ ベの水溶
性成分， 日 本薬学会第101年会， 1981 . 4 ， 熊本.

2) 林 利光， 清水ヰ夫， 森田直賢， 木村郁子，
木村正康， 三川 潮 号薬の筋弛緩作用物質 に 関す
る 研究， 日 本薬学会第101年会， 1981 . 4 ， 熊本.

3) 清水若手夫， 林 利光， 森田直賢， 木 内文之，
野 口 博司 ， 三川 潮， 飯高洋一 : 弓薬の筋弛緩作用
物質 paeoniflorigenone の構造 に つ い て ， 日 本薬学
会第101年会， 1981 . 4 ， 熊本.

4) Arisawa 乱1.， Kinghorn A. D.， Cordell G. A. 
and Farnsworth N. R. : Further antileukemic and 
cytotoxic constituents of Simaba multiflora， J oint 
Meeting of American Society of Pharmacognosy 
and the Society for Economic Botany， 1981. 7， 
Boston. U. S. A 

5) 清水容夫， 林 利光， 高橋和余， 森田直賢 :

高速液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ る 生薬成分の分析
(第 2 報) 桂皮中の cinnamic aldehyde の定量， 日

本薬学会北 陸支部第55回例会， 1981 . 11 ， 金沢.

教 授 吉 井 英
助 教 授 小 泉 徹
助 手 竹 内 義 雄
教 務 員 武 田 敬

⑨ 原 著

1) Koizumi T. ，  Yanada R.， Takagi H.， Hirai 
H. and Yoshii E. : Stereochemistry of the Base
Ca ta lyzed  M ethano lys i s  of 2 - Phen y l 
tetrahydropyrrolo- 1 ，  3 ，  2-oxazaphospholes. 

Tetrahedron Lett. 22 : 477 -480. 1981 
2) Koizumi T.， Yanada R.， Takagi H.， Hirai 

H. and Y oshii E. : Grignard Reaction of 2-
Phenyl - tetrahydropyrrolo-1 ，  3 ，  2・oxazaphosphol
es. Tetrahedron Lett. 22 : 571 - 572， 1981 

3) Takeda K.， Shudo K.， Okamoto T. and 
Kosuge T. : Synthesis of Mutagenic Principles 
isolated from a Tryptophan Pyrolysate and 
Analogs， 3-Amino-5H-Pyrido [4 ，  3-bJ indoles. 
Chem. Pharm. Bull. 29 : 1280 - 1285. 1981 

4) Kometani T. and Yoshii E : Pyranonaph
thoquinone Antibiotics. Part 1. Syntheses of 9-
Demethoxyeleutherins and 9-Deoxynanaomycin A 
Methyl Ester. J. Chem. Soc. Perkin 1 : 1 191 -1 196， 
1981 

5) Kometani T. ， Takeuchi Y. and Yoshii E. : 
Pyranonaphthoquinone Antibiotics. Part 2 .  
Syntheses of ( :::I::: ) -N anaomycin A and ( :::I::: ) -
Eleutherins. J. Chem. Soc. Perkin 1 : 1 197 - 1202， 
1981 

6) Masamoto K.， Takeuchi Y. ，  Takeda K. and 
Y oshii E. : Synthesis of Pentacyclic Structure of 
Griseusin A. Heterocycles 16 : 1659， 1981. 

7) Sudani M.， Takeuchi Y. ，  Y oshii E. and 
Kometani T. : Synthesis of 4， 8・Dihydroxy-3-
methyl-5， 6-benzo・2・oxabicyclo [2 . 2 .  2J oct-5・ene.
Tetrahedron Lett. 22 : 4253 - 4256， 1981 
⑨ 学 会報告

1 )  酢谷峰一， 竹内義雄， 吉井英一 : 抗生物質U -
58431 の 合成研究， 日 本薬学会北陸支部第53回例会，
1981 . 6 ， 富山.

2 )  米谷 正， 正本和久， 竹内義雄， 武 田 敬，
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